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態の変遷、及び米国における税務上の取扱の変遷
について考察した。そして、同様に日本における
リース取引の発生、及び日本における税務上の取
扱の変遷について考察した。日本においても、米
国においても、税制の変更に伴い、その特典を最
大限利用したリース取引、若しくは制度の綻びを
利用したリース取引がその都度発生していたこと
が明らかとなった。
　第２章においては、米国、日本、国際会計基準
におけるリース取引の取扱について考察した。ま
た、会計制度の設定に大きく影響を与えた事例や、
会計制度の変更による影響についても本章で取扱
い、考察した。
　会計制度は、その国における財務諸表利用者の
ニーズや、財務諸表作成者のコストに対する有用
性を考慮して、時間を費やしながらその意思を反
映して策定し、指摘された問題点が後に基準の改
訂により修正されたことが明らかとなった。
　第３章では、『改訂公開草案「リース」』のその
公表経緯、公表の意義や背景について考察した。
『改訂公開草案「リース」』は、現行IAS17号では
財務諸表利用者のニーズを満たせないという人々
の批判に対処する為に新たに設定されたものであ
ることが明らかとなった。財務諸表利用者のニー
ズを重視した結果、財務諸表作成者の実務上の負
担が軽視されており、実務における処理基準とし
ての問題点を明示した。
　また、日本において『改訂公開草案「リース」』
を導入した際に起きる問題点を、歴史的アプロー
チからのインプリケーション及び制度上の問題
から考察し、その問題に対処する為に本稿では、
「JMIS」を用いて段階導入を行うことを提案した。
この「JMIS」を、限りなくIFRS基準に近い状態
から、IFRSを導入する為の、現行の日本基準と
IFRS基準との中間位置としての処理基準として
大きく改訂することにより、リース会計基準の統
一化に関して、直接導入の再検討を行い、段階的
導入という手法を提案する。
